
山
本　

開
学
以
来
、卒
業
生
は
12
万

人
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。「
教
養
あ
る

心
身
共
に
健
全
な
人
間
教
育
」
を
掲

げ
、
現
場
に
強
い
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
優
秀
な
学
生
で
も

社
会
に
出
て
途
中
で
気
持
ち
が
折
れ

る
の
は
残
念
な
こ
と
。
ぜ
ひ
基
礎
力

と
実
践
力
を
磨
い

て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

釡
堀　

昨
年
度
か

ら
始
ま
っ
た「
Ｋ
Ｓ

Ｕ
基
盤
教
育
」
が

ま
さ
に
社
会
人
に
な
る
基
礎
力
を
学

ぶ
場
で
す
ね
。
芸
術
学
部
の
学
生
も

多
様
な
視
点
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
表

現
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

山
本　

社
会
人
に

は
最
低
限
備
え
て

お
く
べ
き
知
識
が

あ
り
ま
す
。
社
会

で
生
き
抜
く
た
め

の
土
台
と
な
る
の

は
教
養
で
す
。
教
養
、
外
国
語
、
専

門
基
礎
の
各
科
目
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

釡
堀　

基
礎
力
に
加
え
、
企
業
な
ど

と
連
携
す
る
「
Ｋ
Ｓ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

型
教
育
」
で
は
実
践
力
も
身
に
付
け

ま
す
。

山
本　

農
作
物
の
加
工
な
ど
第
六

次
産
業
の
実
現
、
観

光
地
の
集
客
力
ア
ッ

プ
、
大
川
家
具
や
博
多

織
の
伝
統
工
芸
品
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
ど
れ
も
興

味
深
い
で
す
ね
。
現
場

で
問
題
を
発
見
し
、
解

決
を
図
る
。
当
然
さ
ま

ざ
ま
な
勉
強
が
必
要
で

す
。
期
限
が
あ
り
責
任

も
伴
う
。
そ
う
し
た
体

験
が
実
践
力
と
自
主

的
に
学
ぶ
力
を
育
ん
で

く
れ
て
い
ま
す
。

釡
堀　

芸
術
学
部
に
は
、

佐
賀
県
玄
海
町
の
小
中

一
貫
校
の
校
章
や
校
旗
、

机
や
椅
子
、ロ
ゴ
タ
イ

プ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を

手
掛
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
提

案
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
実

現
す
る
こ
と
は
学
生
に

と
っ
て
自
信
に
な
り
、ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
る
有
意
義
な
取
り
組

み
で
す
。

山
本　

学
部
間
連
携
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
非
常
に
盛
ん
で
す
ね
。
経
営
学

部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
芸
術
学
部
生
の

デ
ザ
イ
ン
が
加
わ
る
な
ど
、
学
部
の

垣
根
を
越
え
た
取
り
組
み
が
増
え
て

い
ま
す
。
50
年
の
歴
史
の
あ
る
芸
術

学
部
を
持
つ
の
は
本
学
の
特
色
で
す
。

変
化
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
来
春
か
ら
３
学
科
を
５
学
科

12
専
攻
に
再
編
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

釡
堀　

社
会
が
芸
術
分
野
に
ど
ん
な

人
材
を
求
め
て
い
る
の
か
を
い
ち
早

く
く
み
取
り
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
専
門

しなやかな強さ育む多様性 生まれ変わる芸術学部

九州産業大学
　九州産業大学に新たな魅力が加わります。時代のニーズに応えるため、2016年度から５学科でスタート
する新生・芸術学部です。開学55年、人文社会系、理工系、芸術系の８学部にわたる総合大学の多様性を育
んできた建学の理想「産学一如」のもと、実学を重視し、基礎力と実践力を育成する歩みは継承されていま
す。現場に出てしなやかな強さを発揮する社会人となっていく学生たちの躍動。それを見つめてきた山本盤
男学長と釡堀文孝芸術学部長が、これからの九産大を語り合います。

学　部 ─ 国際文化学部、経済学部、商学部第一部、商学部第二部、経営学部、情報科学部、工学部、芸術学部
大学院 ─ 国際文化研究科、経済・ビジネス研究科、情報科学研究科、工学研究科、芸術研究科

〒813-8503 福岡県福岡市東区松香台2-3-1
http://www.kyusan-u.ac.jp/九州産業大学

基
礎
力
・
実
践
力
を
磨
く

〜
教
養
あ
る
心
身
共
に
健
全
な
人
間
教
育
〜

教育力

芸
術
の
力
を
社
会
に
生
か
す

改革力

山
本　

学
生
や
保
護
者
の
関
心
が

特
に
高
い
の
は
、卒
業
後
の
進
路
に
つ

い
て
で
す
ね
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い

て
も
、ソ
フ
ト
、ハ
ー
ド
の
両
面
共
に

充
実
し
て
い
ま
す
。
専
任
教
員
を
置

き
、
入
学
と
同
時
に
将
来
を
見
据
え

た
教
育
を
始
め
ま
す
。「
キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
早
期
に
希
望
進

路
を
把
握
し
、一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

指
導
を
行
う
た
め
、
就
職
活
動
前
の

３
年
生
か
ら
学
生
と
の
個
別
面
談
を

開
始
し
、
２
０
１
４
年
度
は
99
％
の

学
生
が
面
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、面
接
室
や
マ
ナ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
完
備
し
、
模
擬
面
接
の
練

習
や
就
職
活
動
に
必
要
な
マ
ナ
ー
全

般
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
就
職
決
定

率
は
４
年
連
続
で
上
昇
、
就
職
希
望

者
に
対
し
て
94
％
に
上
り
ま
す
。

釡
堀　

芸
術
系
の
学
生
に
的
を
絞
っ

た
企
業
説
明
会
だ
け
で
も
年
４
回

予
定
し
て
い
ま
す
。
専
門
性
を
生
か

せ
る
職
種
な
ど
、
就
職
希
望
者
に
対

し
て
の
決
定
率
91
％
は
全
国
の
芸
術

系
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

職
以
外
で
も
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
芸

術
的
セ
ン
ス
を
持
っ
た
創
造
性
の
あ

る
社
会
人
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
新

し
い
芸
術
学
部
で
は
、
芸
術
表
現
学

科
に
西
日
本
初
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
専

攻
を
設
け
ま
す
。
ま
た
デ
ザ
イ
ン
分

野
を
３
学
科
に
強
化
し
、
地
域
社
会

の
課
題
に
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
取

り
組
む
、日
本
初
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ

イ
ン
学
科
を
設
置
し
ま
す
。

山
本　

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
来
春
が
非
常
に
楽
し

み
で
す
ね
。

　

そ
の
他
、
女
子
学
生
の
活
躍
も
見

逃
せ
ま
せ
ん
。
女
子
学
生
の
会
「
Ｋ

Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｌ
」
は
イ
ベ
ン
ト
出
演
や
雑

誌
の
制
作
な
ど
、
学
内
外
で
精
力
的

に
活
動
中
で
す
。
は
つ
ら
つ
と
し
た

女
子
学
生
が
増
え
る
こ
と
は
大
学
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
そ
の

割
合
を
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
女

子
学
生
に
優
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
研
究
面
で
は
、一
昨
年
に
設

置
し
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン・ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
続
き
、２
０
１
４

年
10
月
に
「
医
療
診
断
技
術
開
発

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。現

在
、世
界
初
の
カ
ラ
ー
電
子
顕
微
鏡

の
実
用
化
研
究
な
ど
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
う
し
た
総
合
大
学
の
多
様
性

を
生
か
し
、
九
州
・
山
口
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
大
学
と
し
て
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。
地
域
の

皆
様
に
は
今
後
の
九
産
大
に
ぜ
ひ
期

待
し
て
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

100
％
近
い
面
談

〜
き
め
細
か
い
支
援
体
制
〜

就職力

　　KSUプロジェクト型教育　学部・地域・
企業と連携、大川家具や博多織、博多人形
の商品開発や、地場企業商品のCM制作
など110以上のプロジェクトを手掛ける
現場実践型教育。

　　ＫＳＵ基盤教育　国語、数学、歴史、憲
法、政治、スポーツ科学などの教養科目、
英語の習得度に応じて55段階以上にクラ
ス分けした外国語科目、１・２年次の入門
的科目である専門基礎科目が３本柱である。

学長

山本 盤男氏
芸術学部長

釡堀 文孝氏

対　　談

教育ビジョンやコンセプトに基づいて小中一貫校の校舎などをデザインした「愛着の持てる学校 百年学校」プロジェクト

　　キャリア教育　　学生の94％が受講する入
学直後の「キャリア形成基礎論」から３年次の「キャ
リア形成戦略」まで継続的にキャリア教育が行わ
れ、４年次の就職活動に備えるシステム。キャリ
ア支援センターでは多様なガイダンスや資格取
得講座なども開かれており、関東・関西地区への
就職活動に対する旅費の補助や、内定した４年
生から実践的なアドバイスを受けられるジュニア・
アドバイザー制度など、就職に関するサポートが
充実している。

　 ＫＳＵＧＬ（くすぐる） 　2012年に女子
学生の大学生活をさらに充実させることを
目的に発足。女性教職員中心の女子学生支
援室も設けられ、拠点の「くすぐる～む」、公
式キャラクター「くすぐるちゃん」も生まれた。

生活

◆工芸デザイン専攻

ソーシャルデザイン
学科

生活環境デザイン学科

ビジュアルデザイン学科

写真・映像メディア学科

芸術表現学科

◆プロダクトデザイン専攻
◆空間演出デザイン専攻

◆絵画専攻
◆立体造形専攻

◆メディア芸術専攻
◆写真専攻

◆映像メディア専攻
◆情報デザイン専攻

◆地域ブランド企画専攻

◆グラフィック
デザイン専攻

◆イラストレーション
デザイン専攻

社会芸術

視覚

50 40

70

65

75

※数字は募集人員新芸術学部へ学部概要

NEW芸術表現学科
NEW写真・映像メディア学科
NEWビジュアルデザイン学科
NEW生活環境デザイン学科
NEWソーシャルデザイン学科

2016年
4月から
5学科へ

　　芸術学部再編　2016年４月から、
新たな５学科体制（芸術表現学科、写真・
映像メディア学科、ビジュアルデザイン
学科、生活環境デザイン学科、ソーシャ
ルデザイン学科）に生まれ変わる。


